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結晶成長過程や分極反転過程を記述する基礎的なモデルとして、
Kolmogorov孔vrruni モデルがある［1,2]0 このモヂルは、次元 d、成長核の発

生確率 J、成長速度 v、核の初期サイズ a などのパラメーターを含むが、そ
のうち、 i次元系（ d = 1）で、核が有限の大きさ（a）を持つてはいるが成長しな
い（v＝的場合は、 carparking proble担として知られているO これは、長さLの
curb にそって、長さaの車が単位時間＠単位長さあたり J の確率でランダム
に駐車していくケースに相当するからであるC
初期段階では、駐車によって占有される curb の割合は、

c(t) = 1 -eJ中（－Jat) 

とかかれる弘司。また、長時間経過後（ t~oo）の占有割合は、当然のことで
はあるが、 i にはならず、ある極限値に収数する［4]o
最近は、このモデルは Si 表面における酸化過程の解析などにも応用され

ている［S]o
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